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北海道胆振東部地震による森林被害とその対策

平成３０年９月６日に発生した北海道胆振東部地震により、厚真町、安平町、むかわ町を中心に

4,300ha の森林被害が発生しました。森林被害のほとんどは斜面崩壊によるものです。このうち人

工林面積は 35％を占めており、残りの 65％の天然林とともに元の森林を再生することが望まれてい

ます。果たして元の森林を再生することが可能なのでしょうか？　これに答えるために、林業試験場

では植栽基盤としての崩壊跡地の土壌調査を行っています。

流れた土砂は支笏湖周辺から飛来した火山灰が主体で、崩壊跡地の表土は風化粘土層が主体となっ

ています。固く締まった粘土質であるために植物の根が生育できるかどうかがポイントになります。部

分的に残る火山灰もありますが、不安定で植物の定着を妨げる可能性があります。そこで、土の硬さ（写

真－1）と水の通しやすさ、さらにUAV を使った

地形の時系列変化（図－1）を調べています。

これまで結果が出たのは土の硬さです。崩壊地

21箇所で深さ10cmごとの硬さを 50cm まで

調べた結果、７割の15 箇所では植物の根が侵入

困難であるとされている硬さの層が見られました

が、3 割の 6 箇所ではそれより軟らかい層のみが

見られました。今後は土壌条件についてさらに詳

しく調査を行い、再生可能性や条件に応じた緑化

手法を明らかにしていく予定です。

（森林環境部　佐藤　創　環境Ｇ　速水将人・中田康隆）

図－ 1　崩壊跡地の三次元モデル（厚真町東和川上流域）

写真－ 1　土壌貫入試験による
　　　土の硬さの調査


